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認
知
症
治
療
が
よ
う
や
く

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い

る
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に

対
す
る
根
治
療
法
は
長
ら
く

失
敗
続
き
だ
っ
た
が
、
昨
年

６
月
に
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
に
対

す
る
モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ
ル
抗
体

「
ア
デ
ュ
カ
ヌ
マ
ブ
」
が
初

め
て
米
国
で
試
験
的
に
承
認

さ
れ
た
。
残
念
な
が
ら
そ
の

後
に
十
分
な
有
用
性
が
示
さ

れ
ず
、
欧
州
で
の
承
認
は
見

送
ら
れ
、
日
本
で
の
見
通
し

も
立
っ
て
い
な
い
。
し
か
し

先
月
末
に
は
当
院
で
も
治
験

実
施
中
の
「
レ
カ
ネ
マ
ブ
」

臨
床
第
Ⅲ
相
試
験
に
お
い

て
、
か
な
り
良
好
な
結
果
が

発
表
さ
れ
た
。
早
け
れ
ば
年

内
に
米
国
で
の
承
認
、
来
年

以
降
に
は
我
が
国
で
の
承
認

が
期
待
さ
れ
る
。

　

一
方
で
、
こ
れ
ら
治
療
薬

の
対
象
は
発
症
前
〜
早
期
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
患
者
に
限

ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
臨

床
現
場
に
お
い
て
は
引
き
続

き
非
薬
物
療
法
に
よ
る
介
入

が
欠
か
せ
な
い
。
非
薬
物
療

法
の
中
で
発
症
予
防
や
進
展

抑
制
へ
の
有
効
性
が
確
立
し

て
い
る
の
は
運
動
療
法
だ
け

で
あ
る
。
効
果
的
と
考
え
ら

れ
て
い
る
運
動
負
荷
は
、
早

歩
き
程
度
の
有
酸
素
運
動
、

頻
度
は
週
に
3
―
4
日
以

上
、
毎
回
30
―
40
分
程
度
で

あ
る
。
国
立
長
寿
健
康
医
療

セ
ン
タ
ー
で
は
運
動
と
同
時

に
し
り
と
り
な
ど
の
認
知
課

題
を
行
う
「
コ
グ
ニ
サ
イ

ズ
」
の
有
用
性
を
提
唱
し
て

い
る
。
運
動
療
法
は
デ
イ
ケ

ア
な
ど
を
通
じ
て
こ
れ
ま
で

広
く
行
わ
れ
て
き
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
「
ス
テ
イ
ホ
ー

ム
」
が
推
奨
さ
れ
、
ま
だ
ま

だ
厳
し
い
環
境
で
の
実
施
が

続
い
て
い
る
。

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
社
会
の
中
、
ゴ
ル
フ
人
気

が
高
ま
っ
て
い
る
。
怠
惰
な

私
に
と
っ
て
毎
日
の
散
歩
を

繰
り
返
す
こ
と
は
つ
ら
い
修

行
だ
が
、
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
を

打
ち
な
が
ら
で
あ
れ
ば
、
早

朝
か
ら
の
散
歩
が
至
福
の
時

に
変
わ
る
。
し
か
も
た
だ
歩

く
わ
け
で
は
な
い
。
友
人
と

会
話
を
し
な
が
ら
、
ま
た
ス

コ
ア
や
戦
略
を
考
え
る
と
い

う
認
知
課
題
を
同
時
に
実
施

し
な
が
ら
、
約
10
㎞
程
度
を

早
歩
き
す
る
。
そ
の
間
、
時

に
は
集
中
力
や
忍
耐
力
も
要

求
さ
れ
る
。
万
が
一
転
倒
し

て
も
芝
生
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
が

助
け
て
く
れ
る
。
保
険
適
応

は
難
し
そ
う
だ
が
、
個
人
的

に
は
ぜ
ひ
お
す
す
め
し
た
い

運
動
療
法
で
あ
る
。

（
精
神
神
経
科
学
教
室
、

　

メ
モ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

�

田
渕　

肇　

73
回
）

感
染
症
専
門
家
の
育
成
機
関
と
し
て

臨
床
感
染
症
セ
ン
タ
ー
発
足

三
四
会
全
国
支
部
長
会
開
催

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓

延
の
た
め
、
3
年
ぶ
り
と
な

っ
た
全
国
支
部
長
会
は
、
９

月
24
日
（
土
）
17
時
半
か
ら

帝
国
ホ
テ
ル
本
館
3
階
、
雅

の
間
で
開
催
さ
れ
た
。
本
年

3
月
に
支
部
長
を
対
象
に
参

加
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
っ
た
結
果
、
現
地
参

加
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
の
希
望
は

ほ
ぼ
半
々
で
あ
っ
た
。
今
回

は
、
支
部
長
会
と
し
て
は
初

め
て
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

と
な
っ
た
が
、
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
の
収
束
が
見
ら
れ
ず
、
さ

ら
に
当
日
、
台
風
15
号
が
熱

帯
低
気
圧
に
な
り
関
東
を
通

過
す
る
中
で
、
全
国
か
ら
計

27
名
（
現
地
参
加
13
名
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
参
加
14
名
）
の
支
部
長

の
参
加
を
得
て
開
催
す
る
こ

と
が
出
来
た
。
悪
天
候
の

中
、
現
地
参
加
予
定
の
支
部

長
は
遠
方
の
広
島
、
富
山
、

東
海
の
支
部
長
を
は
じ
め
計

13
名
全
員
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
。
ま
た
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参

加
が
実
現
し
た
こ
と
で
福
村

大
（
68
回
）
ボ
ス
ト
ン
支
部

長
は
じ
め
、
宮
崎
、
島
根
、

高
知
、
福
井
、
宮
城
な
ど
計

14
の
支
部
長
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
た
こ
と
も
三
四
会
支

部
長
会
に
と
っ
て
大
き
な
収

穫
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
今
回

は
ご
多
忙
の
中
、
菅
沼
安
嬉

子
連
合
三
田
会
会
長
（
47

回
）
に
も
ご
参
加
い
た
だ
い

た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
昨
年

9
月
に
１
年
遅
れ
で
三
四
会

１
０
０
年
記
念
式
典
（
慶
應

義
塾
大
学
病
院
、
三
四
会
、

慶
應
医
学
会
の
合
同
記
念
式

典
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
を
Ｗ

Ｅ
Ｂ
開
催
し
た
こ
と
と
慶
應

義
塾
大
学
病
院
１
号
館
が
本

年
５
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
し
た
こ
と
を
受
け
て
「
三

四
会
１
０
０
年
記
念
行
事
の

終
了
報
告
と
慶
應
義
塾
大
学

病
院
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
特

集
」
と
し
た
。
司
会
は
支
部

担
当
理
事
の
堀
内
行
雄
（
52

回
）
が
務
め
た
。

　

今
回
は
、
ホ
テ
ル
側
の
感

染
症
対
策
に
加
え
て
、
塾
歌

の
斉
唱
せ
ず
に
拝
聴
し
、
気

持
ち
を
引
き
締
め
て
会
に
臨

ん
だ
。
冒
頭
に
司
会
か
ら
今

回
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
で
も
あ
り

乾
杯
を
行
わ
な
い
こ
と
、
現

地
参
加
者
に
対
し
て
は
ラ
ン

チ
ョ
ン
形
式
で
会
を
行
う
が

感
染
に
は
十
分
注
意
す
る
こ

と
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
者
は
飲
食

し
な
が
ら
参
加
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
説
明
し
た
。

　

ま
ず
、
武
田
純
三
三
四
会

会
長
（
52
回
）
か
ら
は
、
三

四
会
の
現
状
、
多
岐
に
わ
た

る
三
四
会
活
動
の
詳
細
な
報

告
、
昨
年
９
月
に
一
年
遅
れ

の
三
四
会
１
０
０
年
合
同
記

念
式
典
開
催
の
報
告
、
新
棟

の
募
金
活
動
の
御
礼
、
支
部

長
の
日
頃
の
協
力
に
対
す
る

感
謝
、
地
域
三
田
会
と
三
四

会
支
部
の
連
携
の
重
要
性
を

わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
、

他
大
学
卒
業
後
に
慶
應
義
塾

大
学
医
学
部
の
教
室
に
入
ら

れ
た
方
々
の
三
四
会
へ
の
勧

誘
の
重
要
性
に
つ
い
て
話
さ

れ
た
。
最
後
に
三
四
会
百
年

記
念
の
動
画
も
上
映
さ
れ

た
。

　

次
い
で
、
菅
沼
安
嬉
子
連

合
三
田
会
会
長
は
、
社
中
の

連
携
の
大
切
さ
、
連
合
三
田

会
へ
の
参
加
や
地
域
三
田
会

と
の
交
流
の
重
要
性
を
強
調

さ
れ
た
。
ま
た
、
菅
沼
先
生

の
発
案
で
第
一
回
の
三
四
会

全
国
支
部
長
会
が
平
成
16
年

10
月
に
明
治
記
念
館
で
開
催

さ
れ
た
と
き
の
経
緯
に
つ
い

て
説
明
さ
れ
た
。

　

金
井
隆
典
医
学
部
長
（
67

回
）
は
、
医
学
部
長
と
し
て

い
ろ
い
ろ
な
課
題
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
こ
と
、
菅
沼
会

長
の
話
の
後
を
受
け
三
田
会

と
の
交
流
の
重
要
性
に
も
触

れ
、
三
四
会
支
部
の
発
展
と

地
域
三
田
会
と
の
更
な
る
交

流
の
重
要
性
に
つ
い
て
話
さ

れ
た
。

　

続
い
て
、
松
本
守
雄
病
院

長
（
65
回
）
か
ら
、
昨
年
9

月
に
1
年
遅
れ
の
慶
應
義
塾

大
学
病
院
１
０
０
年
合
同
記

念
式
典
の
報
告
と
大
学
病
院

の
歴
史
に
つ
い
て
動
画
を
用

い
て
説
明
さ
れ
た
後
、
慶
應

義
塾
大
学
病
院
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
と
外
構
が
計
画
か
ら
10
年

越
し
で
完
成
し
本
年
5
月
に

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た
こ

と
と
慶
應
義
塾
大
学
病
院

は
、
高
度
急
性
期
医
療
、
様

々
な
領
域
の
医
療
の
提
供
、

が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
やAI

ホ
ス

ピ
タ
ル
事
業
な
ど
の
先
進
的

医
療
な
ど
の
様
々
な
機
能
を

担
っ
て
い
る
こ
と
も
動
画
を

交
え
て
説
明
さ
れ
た
。
ま

た
、
２
０
２
３
年
に
森
ビ
ル

と
提
携
し
て
虎
ノ
門
・
麻
布

台
地
区
に
慶
應
義
塾
大
学
予

防
医
療
セ
ン
タ
ー
が
拡
張
移

転
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
説

明
さ
れ
た
。

　

こ
こ
で
、
司
会
者
か
ら
昨

年
10
月
医
学
部
新
聞
に
掲
載

さ
れ
た
医
学
部
、
病
院
、
医

学
研
究
科
の
新
執
行
部
メ
ン

バ
ー
の
紹
介
を
顔
写
真
で
示

し
な
が
ら
行
っ
た
。

　

次
い
で
、
宮
川
義
隆
理
事

（
70
回
）
か
ら
導
入
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
新
し
い
三
四

会
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
わ
か
り
や
す
い
紹
介
が

あ
っ
た
。
会
員
名
簿
、
医
学

部
新
聞
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

評
議
員
会
、
支
部
会
（
会

長
、
副
会
長
が
各
地
を
訪

問
）
な
ど
に
役
立
つ
管
理
シ

ス
テ
ム
で
い
ろ
い
ろ
な
点
で

今
後
の
三
四
会
の
発
展
に
大

い
に
役
立
つ
も
の
と
期
待
さ

れ
、
支
部
長
の
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
。

　

こ
の
後
、
山
上
淳
理
事

（
77
回
）
に
司
会
を
交
代

し
、
参
加
し
て
い
た
だ
い
た

支
部
長
全
員
に
学
年
の
上
か

ら
順
番
に
一
人
2
分
の
制
限

時
間
で
三
四
会
支
部
の
近
況

を
含
め
た
ご
意
見
や
ご
要
望

を
い
た
だ
い
た
。
話
の
中
で

各
支
部
長
も
コ
ロ
ナ
禍
で
、

い
ろ
い
ろ
と
苦
労
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

今
回
は
、
久
し
ぶ
り
に
顔
の

見
え
る
対
面
を
含
め
た
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
開
催
が
出
来
た
の

で
会
は
予
想
以
上
に
盛
り
上

が
っ
た
。

　

最
後
に
、
恒
例
の
如
く
肩

を
組
ん
で
の
「
若
き
血
」
の

斉
唱
は
出
来
な
い
の
で
、

「
若
き
血
」
の
エ
ー
ル
（
２

０
２
０
年
連
合
三
田
会
作

成
）
と
い
う
動
画
を
拝
聴
し

た
後
に
、
古
梶
清
和
副
会
長

（
63
回
）
の
閉
会
の
辞
で
会

を
締
め
く
く
り
、
散
会
と
な

っ
た
。

�

（
堀
内
行
雄　

整
52
回
）

令
和
４
年
度

　

２
０
２
２
年
10
月
１
日
付

け
で
、
慶
應
義
塾
大
学
病
院

の
臨
床
施
設
部
門
に
、
長
谷

川
直
樹
教
授
（
64
回
）
を
セ

ン
タ
ー
長
と
し
て
、
臨
床
感

染
症
セ
ン
タ
ー
が
発
足
致
し

ま
し
た
の
で
、
三
四
会
会
員

の
皆
様
に
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
皮

切
り
に
、
感
染
症
診
療
や
感

染
制
御
、
お
よ
び
感
染
症
危

機
管
理
を
担
え
る
感
染
症
専

門
家
の
育
成
は
我
が
国
の
急

務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一

方
、
日
本
感
染
症
学
会
が
認

定
し
た
感
染
症
専
門
医
は
、

２
０
２
２
年
９
月
１
日
現
在

１
６
８
９
名
で
す
が
、
学
会

が
試
算
し
た
国
内
の
病
院
に

必
要
な
感
染
症
専
門
医
の
適

正
数
は
３
０
０
０
〜
４
０
０

０
人
と
さ
れ
、
大
幅
に
不
足

し
て
い
ま
す
。

　

臨
床
感
染
症
セ
ン
タ
ー
は

医
学
部
感
染
症
学
教
室
の
教

員
が
構
成
員
と
な
り
、
そ
の

主
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
感
染

制
御
部
と
連
携
し
た
感
染
症

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
、
外

来
診
療
、
お
よ
び
感
染
症
に

関
わ
る
人
材
育
成
で
す
。
様

々
な
感
染
症
に
お
い
て
、
感

染
症
専
門
医
の
診
療
支
援
が

在
院
日
数
や
集
中
治
療
室
滞

在
期
間
の
短
縮
、
患
者
の
予

後
の
改
善
に
も
寄
与
す
る
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
各
診
療
科
に
お
け
る

難
治
性
疾
患
や
臓
器
移
植
、

再
生
医
療
等
に
伴
う
感
染
症

の
診
断
、
治
療
や
予
防
へ
の

支
援
を
進
め
、
診
療
の
質
の

向
上
や
、
治
験
、
臨
床
研
究

の
成
績
向
上
に
貢
献
し
て
参

り
ま
す
。

　

外
来
診
療
で
は
、
従
来
の

感
染
症
外
来
を
臨
床
感
染
症

セ
ン
タ
ー
が
担
当
い
た
し
ま

す
。
当
院
は
東
京
都
の
エ
イ

ズ
中
核
拠
点
病
院
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症

や
抗
酸
菌
感
染
症
等
の
難
治

性
全
身
感
染
症
の
診
療
を
行

う
と
と
も
に
、
海
外
渡
航

前
、
臓
器
移
植
前
後
、
脾
臓

摘
出
後
な
ど
様
々
な
状
況
に

応
じ
た
予
防
接
種
外
来
も
さ

ら
に
推
進
し
て
参
り
ま
す

（
我
が
国
で
承
認
済
み
ワ
ク

チ
ン
の
み
使
用
可
能
で
す
）。

　

人
材
育
成
で
は
、
臓
器
横

断
的
診
療
能
力
、
臨
床
微
生

物
学
、
薬
物
動
態
学
、
感
染

症
倫
理
、
新
興
・
再
興
感
染

症
対
策
、
感
染
症
危
機
管
理

の
６
点
を
コ
ア
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
と
し
た
、
国
際
的
に
も

通
用
す
る
感
染
症
専
門
医
の

育
成
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
医
療
系
学
部
・
学
科
の

学
生
、
教
員
や
病
院
職
員
に

対
す
る
感
染
症
に
つ
い
て
の

教
育
を
通
し
て
、
感
染
症
に

関
す
る
知
識
と
技
能
を
備
え

た
医
療
人
の
育
成
に
努
め
ま

す
。
さ
ら
に
、
感
染
症
関
連

の
臨
床
研
究
、
ト
ラ
ン
ス
レ

ー
シ
ョ
ナ
ル
研
究
な
ど
も
推

進
し
慶
應
義
塾
の
益
々
の
発

展
に
貢
献
し
て
参
る
所
存
で

す
。

　

今
後
と
も
三
四
会
会
員
の

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

（
感
染
症
学

�

宇
野
俊
介　

87
回
）

長
谷
川
直
樹
セ
ン
タ
ー
長

「よろしくお願いいたします」
臨床感染症センター外来担当一同

日時　　2022年11月19日（土）13時30分～18時00分
場所	 WEB開催（メイン会場：慶應義塾大学 総合医科学研究棟１階ラウンジ）
主催	 慶應医学会
共催	 慶應義塾大学医学部

シンポジウム　　『先端技術から紐解くこころ』

　「こころ」は長い間人々を魅了するとともに、神秘的なブラックボックスでもあ
りました。近年では、そのようなこころの働きに対して人工知能（AI）や画像診
断をはじめ、さまざまな神経科学的アプローチが多くのイノベーションを創出して
います。このように先端技術を用いてこころの働きに光を当て、さらにそれを高め
ていく研究領域は、ポストコロナ、ウィズコロナ時代にますますその重要性が高ま
っています。
　今回第102回の慶應医学会シンポジウムでは、最近の先端技術により、こころの
働きの解明に取り組むトップリーダーの方々をお招きし、WEB開催（Live配信）
シンポジウムを行うことといたしました。まず、ご登壇いただくのはアンドロイ
ド、ヒューマノイド研究の第一人者である石黒浩 大阪大学大学院基礎工学研究科
栄誉教授です。人と機械との関係性、そのあり方は大きく変貌を遂げており、精神
疾患患者への治療にも応用されてきています。次に、ヒトのAMPA受容体の生体
内可視化を世界で初めて実現した横浜市立大学生理学の高橋琢哉教授にシナプス生
理学に関する双方向性のトランスレーショナル研究をご講演いただきます。満倉靖
恵 慶應義塾大学理工学部教授には、電気生理学的手法、工学的アルゴリズムを用
いて、リアルワールドでいながらにして、人のこころの状態を定量評価し、さらに幸
福感を高めていくためのリアルタイムセンシング技術についてお話いただきます。
　後半では、慶應義塾大学医学部精神・神経科の三村 將教授が、診察場面の短時
間の会話をAIで自然言語処理し、認知症の早期診断につなげる技法についてお話
しします。最後に、国際電気通信基礎技術研究所（ATR）脳情報通信総合研究所
の川人光男所長には、脳回路の微細な変化を捉え、AIを用いてうつ病などの精神
疾患の診断に援用していく最先端技術についてご講演いただきます。
　脳科学研究の最前線に立ち、こころの問題の解明に取り組むキーパーソンの方た
ちのお話を通じて、日々進化するこの領域の一端を知っていただく貴重な機会とな
ると考えています。是非、多くの方々にご参加いただき、大きく変わりつつある新
時代のこころのあり方を一緒に考えていただければ幸いです。
� （三村 將、陣崎雅弘）

第102回 慶應医学会総会・シンポジウム

　

三
四
会
会
員
各
位

前
三
四
会
会
長 

比
企
能
樹
先
生（
37
回
）が
10

月
14
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
89
歳
。

２
０
０
５
年
か
ら
２
０
１
４
年
ま
で
の
９
年
間

三
四
会
会
長
を
務
め
ら
れ
、
三
四
会
の
発
展
、

改
革
に
取
り
組
ん
で
来
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

２
０
１
３
年
5
月
か
ら
２
０
２
０
年
3
月
ま
で

慶
應
連
合
三
田
会
会
長
を
務
め
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
奇
し
く
も
連
合
三
田
祭
大
会
が
10
月
16
日

に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
大
会
の
終
了
を
待
っ
て

訃
報
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

故 

比
企
能
樹
先
生
の
三
四
会
へ
の
長
年
の
ご

尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
心
よ

り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

�

三
四
会
会
長　

武
田
純
三

　

10
月
16
日
日
曜
日
、
３
年

ぶ
り
の
リ
ア
ル
連
合
三
田
会

大
会
当
日
は
、
奇
跡
的
に
雲

間
か
ら
朝
日
が
日
吉
の
グ
ラ

ン
ド
を
照
ら
す
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。
朝
の
塾
旗
掲

揚
で
は
、
医
学
部
Ｏ
Ｇ
菅
沼

安
嬉
子
連
合
三
田
会
会
長
の

ご
挨
拶
を
皮
切
り
に
、
一
大

イ
ベ
ン
ト
の
日
を
迎
え
た
高

揚
感
に
胸
が
高
鳴
り
ま
し

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
で
リ

ア
ル
開
催
が
見
送
ら
れ
た
こ

の
３
年
間
。
連
合
三
田
会
大

会
そ
の
も
の
の
あ
り
方
が
問

わ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
ど

ん
な
大
会
を
望
ん
で
い
る
の

か
、
３
年
前
の
リ
ア
ル
大
会

を
取
り
戻
し
た
い
、
し
か
し

そ
れ
だ
け
で
い
い
の
か
、
学

部
や
学
年
の
枠
を
超
え
て
多

様
な
メ
ン
バ
ー
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
毎
月
議
論
を
繰
り
返

し
、
そ
の
末
に
で
き
あ
が
っ

た
の
が
「
完
全
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
型
連
合
三
田
会
大
会
」

（
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
つ

な
が
ろ
う
、
い
ま
。
つ
な
げ

よ
う
、
未
来
。」）
で
す
。
医

学
部
・
看
護
短
大
卒
の
メ
ン

バ
ー
は
、
主
に
１
９
９
２
年

卒
（
医
学
部
７
１
回
生
）
が

救
護
部
会
を
担
当
し
、
１
９

９
４
年
卒
（
医
学
部
73
回

生
、
大
会
の
当
番
学
年
と
同

期
入
学
）
が
医
学
部
三
四
会

主
催
の
イ
ベ
ン
ト
を
担
当
し

ま
し
た
。

　

救
護
部
会
は
、
和
田
則
仁

君
（
71
回
）
が
中
心
と
な

り
、
71
回
生
、
81
回
生
、
91

回
生
と
看
護
短
大
１
９
９
２

年
卒
（
２
回
生
）
の
計
48
名

が
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
３

か
所
の
救
護
所
と
、
検
温

所
、
記
念
館
の

計
５
か
所
で
活

動
し
ま
し
た
。

幸
い
、
検
温
所

で
の
発
熱
者
は

な
く
、
救
護
所

で
の
数
名
の
擦

過
傷
と
飲
酒
者

対
応
の
み
で
総

じ
て
落
ち
着
い

て
い
ま
し
た
。

救
護
部
会
の
活

動
で
は
例
年
通

り
保
健
管
理
セ

ン
タ
ー
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
場

を
借
り
て
御
礼

申
し
上
げ
ま

す
。

　

イ
ベ
ン
ト
部

会
に
お
け
る
医

学
部
三
四
会
主

催
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
73
回
生
が

中
心
と
な
り
、

74
回
生
、
83
回

生
、
93
回
生
、

看
護
短
大
94
年

卒
に
加
え
て
92

年
卒
、
ク
リ
ニ

カ
ル
・
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ラ

ボ
、
Ｋ
Ａ
Ｐ
Ｐ

Ａ
所
属
医
学
部

生
、
医
学
部
３

年
生
（
１
０
５

回
生
）、
救
急

医
学
教
室
と
外

科
学
教
室
、
看

護
部
、
さ
ら
に

は
企
業
６
社
の

ご
協
力
を
得

て
、
総
勢
１
０

０
名
以
上
が
集
ま
り
開
催
に

い
た
り
ま
し
た
。
空
間
的
距

離
を
超
え
た
「
つ
な
が
り
」

と
次
世
代
へ
向
け
た
「
つ
な

が
り
」
を
意
識
し
た
３
本
立

て
の
イ
ベ
ン
ト
、
三
四
会
講

演
会
「
つ
な
が
る
医
学
～
デ

ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
か
ら
宇
宙

ま
で
～
」、
キ
ッ
ズ
向
け
医

療
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
「
ド
ク

タ
ー
に
挑
戦
！
」、
オ
ン
ラ

イ
ン
座
談
会
「
世
界
で
活
躍

す
る
73
回
生
と
つ
な
が
ろ

う
、
い
ま
」（
事
前
収
録
）

を
企
画
し
ま
し
た
。
コ
ア
メ

ン
バ
ー
（
福
永
興
壱
君
、
後

藤
英
樹
君
、
持
田
ガ
ネ
シ
ュ

ワ
ラ
ン
仁
司
君
、
川
久
保
博

文
君
、
片
山
正
輝
君
、
近
藤

健
介
君
、
浦
上
秀
次
郎
君
、

内
田
敬
子
（
以
上
73
回
）、

の
ち
に
藤
田
由
里
子
君
（
73

回
）、
佐
藤
幸
男
君
（
83

回
）
が
参
入
）
が
２
０
２
１

年
11
月
に
は
決
定
し
、
持
ち

前
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
12
月

に
は
企
画
の
骨
子
が
固
ま
り

ま
し
た
。
ま
た
、「
ド
ク
タ

ー
に
挑
戦
！
」
の
予
約
サ
イ

ト
や
独
自
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ー
ル
「
デ
ジ
ミ
タ
」
や
ツ
イ

ッ
タ
ー
や
イ
ン
ス
タ
を
用
い

た
広
報
な
ど
、
こ
こ
数
年
で

進
ん
だ
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ

ム
が
大
会
準
備
の
効
率
化
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
中
で
迎
え
た
10
月
16
日

当
日
は
、
予
想
以
上
に
多
く

の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

三
四
会
講
演
会
で
は
、
開

場
前
に
入
り
口
で
行
列
が
で

き
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
も
１
８
０
視
聴

に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
一
人
目

の
演
者
、
医
学
部
医
療
政
策

・
管
理
学
教
室
教
授
宮
田
裕

章
君
は
、「
つ
な
が
り
」
を

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
立
場

か
ら
紐
解
き
、
今
ま
さ
に
時

代
の
転
換
点
で
あ
り
、
持
続

可
能
な
未
来
と
一
人
一
人
の

豊
か
さ
の
調
和
が
求
め
ら

れ
、
そ
の
中
で
デ
ジ
タ
ル
に

よ
る
つ
な
が
り
の
可
能
性
を

多
方
面
か
ら
ご
解
説
い
た
だ

き
ま
し
た
。
二
人
目
は
本
学

出
身
の
宇
宙
飛
行
士
向
井
千

秋
君
（
外
56
回
）
に
、
な
ぜ

外
科
医
か
ら
宇
宙
飛
行
士
へ

転
換
し
た
か
、
ご
自
身
の
ご

経
験
を
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン

グ
な
時
代
背
景
と
合
わ
せ
て

ご
紹
介
い
た
だ
き
、
宇
宙
と

医
学
の
つ
な
が
り
を
明
快
に

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最

後
の
対
談
で
は
、
若
者
に
向

け
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
て
、
学

び
の
ス
タ
イ
ル

が
変
化
す
る
中

で
つ
な
が
り
や

夢
を
持
つ
こ
と

の
大
切
さ
を
伝

え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

「
ド
ク
タ
ー

に
挑
戦
！
」
に

は
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
流
行
に
も

か
か
わ
ら
ず
多

数
の
企
業
の
ご

協
力
を
得
て
、

外
科
手
術
体

験
、
胃
内
視
鏡

体
験
、
心
肺
蘇

生
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
体

験
、
血
圧
測
定

体
験
、
脳
血
管

内
治
療
体
験
に

加
え
て
、
新
規

企
画
と
し
て
、

３
Ｄ
眼
科
手
術

体
験
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

体
験
が
そ
ろ
い

ま
し
た
。
当
日

は
、
の
べ
１
７
１
名
の
キ
ッ

ズ
ド
ク
タ
ー
が
本
物
の
医
療

機
器
を
使
っ
た
様
々
な
医
療

体
験
に
挑
み
ま
し
た
。
眼
を

輝
か
せ
て
挑
戦
す
る
子
ど
も

た
ち
の
姿
に
逆
に
私
た
ち
が

深
い
感
動
を
も
ら
い
ま
し

た
。
な
お
、
講
演
会
を
含
む

一
部
の
イ
ベ
ン
ト
は
当
日
参

加
が
叶
わ
な
か
っ
た
方
に
も

少
な
く
と
も
年
内
ま
で
ア
ー

カ
イ
ブ
配
信
を
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
す
。

　

大
会
全
体
で
は
、
日
吉
来

場
者
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
合
わ

せ
て
、
参
加
者
が
１
万
７
０

０
０
人
に
も
の
ぼ
り
ま
し

た
。
人
間
交
際
、
社
中
協
力

を
強
く
実
感
す
る
大
会
と
な

り
ま
し
た
。
大
会
を
通
じ

て
、
医
学
部
卒
の
同
輩
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
他
学
部
出

身
者
と
と
も
に
準
備
に
明
け

暮
れ
当
日
を
乗
り
切
り
、
大

会
後
は
お
互
い
に
労
い
の
言

葉
を
掛
け
合
う
仲
間
と
な
り

ま
し
た
。
連
合
三
田
会
２
０

２
２
大
会
は
ア
ー
カ
イ
ブ
配

信
を
経
て
終
了
と
な
り
ま
す

が
、「
つ
な
が
り
」
は
未
来

に
向
か
っ
て
続
き
ま
す
。
来

年
の
連
合
三
田
会
大
会
へ
の

応
援
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
イ
ベ
ン
ト
部
会
医
学
部

　

三
四
会
イ
ベ
ン
ト
担
当

�

内
田
敬
子　

73
回
）

三四会 令和4年度第３回定例理事会報告

１．�三四会員の日本医師会、都道府県・市町村の
医師会役員名簿を作成

２．�慶應義塾より依頼のウクライナ避難留学生へ
の学費、生活費・渡航費等として金50万円を
支援

３．�研究発表動画２編をホームページでの公表を
開始

４．�会員情報管理システムの更新

　会員管理・名簿作成システムが老朽化して、い
つ破綻するか分からない状況にあり、早急な更新
が迫られていた。１年ほどの検討を行い、会員管
理と名簿作成が一社でできるため個人情報の管理
・取扱いが容易なことと、今後の三四会活動の発
展に寄与できるとの理由で、時事通信社に委託す
ることにした。今後このシステムを利用して三四
会のICT強化を図る予定である。その一環として、
研究成果の動画配信を開始することになった。今
回は呼吸器外科浅村教授（Lancet）、皮膚科高橋
勇人准教授（Immunology）の二人にお願いした。

～新時代の幕開け～
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完全ハイブリッド型連合三田会2022大会開催！
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「ドクターに挑戦！」での子どもたち
� 本人・保護者の許可を得て掲載（右下画像提供：広報室）


